







































































































































































































































































































































































































































































Part Two:  Educational Objectives (What are the teaching goals?)
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節水リーダーによるグループワーク 
 
 地域の水を使用する、水を汚す、あるいは水
循環に大きな影響を与えるような人間の活動
を具体的に書き込み、次に、人間の影響を減ら
す方法をグループで話し合いながら書き込む。
できたシートは掲示し、節水の具体的なアイデ
アを全員で共有した。 
 
節水のアイデアが書き込まれたシート 
 
 そのうえで持続可能な水利用法についてデ
ィスカッションを行い,これを元に小学校で行
う約50分の授業プログラムを考えた.地域ごと
の水事情と状況を改善する方向を示す内容を
紙芝居形式でまとめた。 
 
節水リーダーが作成した紙芝居形式の教材 
 
節水リーダーの活動 
 
 2010年秋,22名の節水リーダーはそれぞれの
市の小学校で水の授業をスタートさせた.現時
点では鄭州市の活動が最も活発といえる.理由
は, 鄭州市の水関連部署と地元小学校との連
携が上手くいったためだ.節水リーダーは授業
の最後に子どもたちに向かってこう語りかけ
る.「今日,聞いた話をお父さん,お母さんに伝
えてください.そして,『お母さん,うちではど
れくらい水を使っているの』と質問してくださ
い.そのあとで,どうしたら水を大切に使える
か,家族で話し合ってください」.こうすること
で保護者世代にもサスティナブルな水利用の
概念と具体的な方法を普及啓発するねらいが
ある. 
 
鄭州市の節水リーダーの授業風景 
 
今後の課題 
 
 当プロジェクトは2011年6月に終了したが、
評価面での課題が残った. 
 1 つは学校教育との本格的な連動である.節
水や水リテラシーの普及・啓発が社会のニーズ
とされながらも,学校教育において水リテラシ
ーの獲得が評価されていない.淄博市では,小
学校での授業受け入れがむずかしい.理由は
「受験に必要な知識ではなないから」（淄博市
の担当者）だ.上位校への進学実績が教師の評
価につながるため,受験に関係ない「水の授業」
を,学校は積極的に導入しない.現状を変える
には, 水リテラシーが社会に必要なものと広
く認知され,場合によっては,入学試験で問わ
れることも1つの方法だろう. 
 また,節水に対する評価も必要だ.水道担当
者は節水すると収益が上がらなくなる現状を
どう考えたらいいかと苦しむ.水道局は水を売
って収益を上げ,収益を上げれば担当者は評価
されるが,節水はこれに反する.省水,省エネル
ギーともに経済活動を縮小するケースが多い.
売上げや利益で評価するのではなく,温暖化ガ
スや水資源といった環境・サステナビリティー
に関わる資源の効率的活用を,経営や人事評価
のものさしに加える必要があるだろう. 
 
